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１. 日時：平成 30 年 12 月 18 日（火）14:00～15:30（受付は 13:30 から） 

 

２. 場所：（国）海上・港湾・航空技術研究所 海上技術安全研究所 

東京都三鷹市新川 6-38-1 本館会議室 1A、1B 

 

３. お申込み方法：参加ご希望の方は、E-mail にて、お名前、住所、電話番号を広報担当宛   

（E-mail：kouhou@nmri.go.jp）まで送信願います。 

申し込み期限は 12 月 13 日（木）とさせていただきます。 

※定員（30 名程度）になり次第、申込みを締め切らせていただきます。 

 

４. お問い合わせ先：国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所  

海上技術安全研究所 企画部広報係 Tel：0422-41-3005 Fax：0422-41-3258 

E-mail：info2@nmri.go.jp URL：http://www.nmri.go.jp/ 

 


